
































































校洋画科を卒業 洋画家・舞台美術家で、和田英作 師事している。大衆向き ハイカラな画風から谷崎以外にも菊池寛『第二の接吻』のほか、多くの少年少女雑誌や絵本 描いた。『痴人の愛』以前に田中が挿絵を担当した、谷崎潤一郎『肉塊』 （ 「大阪朝日新聞」一九二三・一・一～五・一
（
の連載予





































から新聞連載終了まで「読者諸君」 、 「読者」とい 言葉は一切登場しない。それどころか、第七四回（ ・一 で、ナオミは「新時代の流行に反感を持つ新聞などが、又いい加減な記事を書いては中傷するので、一般の人はダンスと云えば不健全なものだ 極めてしまっている」と新聞批判までしている。
読者への意識は、譲治とナオミの図像により明確に表れている。テクスト内で譲治は自分が田舎育ちの模範的なサラリー




































あった。ナオミはカフェの女給見習いで、第一回（三・二〇（の挿絵にも着物に白いエプロンを付けた女給スタイルが描かれている 譲治に誘われて出かける際は、 「多分姉さんのお譲りらしい古ぼけた銘仙の衣類を着て、めりんす友禅の帯をしめて、髪も日本風の桃割れに結い、うすく白粉を塗ってい」た。そして、お伽噺の家で一緒に暮らし、英語と音楽を習い始めて らは、 「銘仙の着物の上に紺のカシミヤの袴をつけ 黒い靴下に可愛 小さな半靴を穿き、すっかり女学生になりすまし」 、髪は「リボンで結んで、そ 先を編んで、お下げにして垂 して」いた。したがって この頃のナオミは給、日本髪、女学生と明治末期から大正初期の女性の典型的な装いを い といえる。
ナオミの描かれ方が一気に変化するのは、第一三回（四・一（からである。譲治が帰省している間、浅草の実家に戻っ

















































うだと指摘している。 『文藝春秋』と同様に「大阪朝日新聞」の広告も新中間層を想定したものが多い。そのなかでも『婦人倶楽部』や『主婦之友』などの女性雑誌、白粉や美顔洗粉などの化粧品、産婦人科や月経薬などの売薬と っ 女性を想定したものが多数掲載されている。 のことから新中間層の家族の中でも、とくに主婦に焦点が当てられていたことが分かる。
第一六回（四・四（の挿絵では、譲治に言われて海辺でケラーマンを真似するナオミ（図
（ が描かれている。瀬崎圭






























る男〟の欲望を喚起する魅力をもつ。それだけで く、 『痴人の愛』 下に配置された桃谷化粧品研究所「美顔洗粉」やクラブ化粧品「クラブ煉歯磨」の広告と共 見られ ことで ナオミの美しい顔や歯並びが一層強調され、女性の消費を促す役割をも果たしたのではないだろうか。
第四二回（四・三〇（でナオミは、カフェ・エルドラドに「出かける四五日も前から大騒ぎ」し、家中の着物を着散ら




















































































































































































































































































































































（、 「閑談」 （ 「読売新聞」一九
二五・一〇・二四（に登場する。
